








































































































































その意味で、 「アジアの一員J と「自由主義諸国との協調J を結ぶく大三角〉構想は陸路にはま
りかねないが、その聞の整合性については、 f青書j 創刊号の「当面の重要課題j と題する箇所
で、（1）アジア諸国は、日本を経済的相互補完係にあるが、莫大な資源を有しながら充分な経済建
設を進める技術的・資金的基盤に欠けており、（2）そこに日本の技術と工業力に加え、日本が「ア
ジア外」からの資本・技術の導入を「斡旋」する、という論理が展開されている。それは、日本
が「斡旋」をしてアジアと「アジア外」一一一ーすなわちアメリカ一一一ーをつなぐ「橋渡し」外
交である。アメリカの資金の調達・利用を斡旋・橋渡しすることで、アジア諸国の発展を企図す
ると同時に、非社会主義アジア諸国を西側に傾斜させ、あわせて日本の発展を図る、という発想
である。
また日本は、 「アジアの一員」としてアジア全体が「独立性と共同性J を高めることに努める
として、社会主義諸国と非社会主義諸国とに〈分断されたアジア〉の「橋渡しJ の意欲も示してい
る。
まとめ
今までは、戦後五十年以上を面する。 日本はアメリカを「主敵」とし、東南アジアを含むアジ
アを「主戦場」として、第二次世界大戦を戦い、戦後日本の外交はアメリカおよびアジアとりわ
け東南アジア諸国との関係を再構築することから始まった。以来、日本・アメリカ・東南アジア
に絡む〈大三角〉の三角形は日本外交の基本形のーっとなった。
〈大三角〉についていえば、日本は、（1）「自由主義諸国との協調J という外交原則に強く拘束さ
れてきたという点で、国際公共財への責任分但要求と普遍的価値の実現というアメリカあるいは
欧米からの外圧と、 「対米追従」が日本の独自外交を阻害しているではないかという内圧にされ
る一方、（2）「アジアの一員」という外交原則からすれば、 「過去」についての東南アジアを含む
アジア諸国の批判をあびてきたする。アジアを日本の経済発展に必要な資源の供給地や工業製品
の市場とみなし、戦後は経済力の優位によってアジアに臨んできた。
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